
参考様式第１及び参考様式第２の別添３

・工事費

①　誘導看板２枚（片面１枚、両面１枚） × ＝

（1,265,000＋226,000）×1.08

※本体価格＋設置・諸経費

②　誘導看板２枚（両面２枚） × ＝

（1,290,000＋226,000）×1.08

※誘導看板について

避難経路上において、避難方向を明示するために設置する。

・誘導看板２枚 ・誘導看板２枚

（片面１枚、両面１枚） （両面２枚）

…丁字路等に設置 …十字路等に設置

※

漁業集落復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 ◆Ｃ－５－２－４ 事業名 （33）避難誘導機器整備事業

6,549,120円

　■事業内容
　　東日本大震災では久慈市においても広範囲にわたって長時間の停電が発生したが、夜間停電時
　に津波が来襲した場合には、暗闇の中での避難となることから冷静な行動が困難であり、昼間よ
　りも大きな被害が出るものと想定される。
　　このことから、夜間停電時、懐中電灯等の明かりを準備できない場合であっても、漁集地域内
　及びその周辺地域の住民や従業者並びに当該地域外からの来訪者等を想定浸水区域から円滑に津
　波避難場所に誘導するため、想定浸水区域内の避難経路上に避難方向を示した避難誘導標識を添
　架したソーラー式避難誘導灯を設置するものである。
　　なお、避難誘導標識は、ＬＥＤ照明により発光するタイプである。（蓄光材により発光する避
　難誘導標識は、時間経過により発光度合が低下するのに対し、ＬＥＤ照明により発光するタイプ
　がより視認性が高いものとの判断による）

　■設置場所
　　夜間停電時における津波避難場所までの最短経路の明示のため、想定浸水区域内の避難経路上
　に設置する。

　■設置基準
　　想定浸水区域内の避難経路上で、主要な道路との交差点や避難する方向が変わる地点に設置。

　■設置基数　４地区９基
　　久慈湊・大崎地区（５基）、元木沢地区（１基）、長内地区（２基）、玉の脇地区（１基）

事業概要
１　事業名：避難誘導灯設置事業
２　事業期間：平成27年度
３　事業費：14,601千円

　　■ 内　訳

この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業名ごとに作成し、概
要を示す図面を添付してください。

14,601千円

8,051,400円5基

4基

1,610,280円

1,637,280円


